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写真　現況排水路

平成26年度 農村災害対策整備事業（整備事業）袋井東地区排水路2工事

１.工事概要

・工事名 ：平成26年度 農村災害対策整備事業(整備事業)袋井東地区排水路２工事

・発注者 ：静岡県中遠農林事務所

・工 期 ：平成26年9月31日～平成27年2月27日

・受注者 ：(株)藤本組 主任技術者、現場代理人：鈴木祥哲

・工事個所：袋井市村松（※軟弱地盤で有名な地区）

・工事内容

①排水路工

・B型柵渠 L≒250m ほか

②仮設道路工

・農地借地 L≒250m ほか

③土工

・掘削土運搬処分 V≒700m3

題名：軟弱農地における瞬間吸水材「GPP」を用いた改良盛土について

袋井地区

株式会社 藤 本 組

監理技術者 鈴木 祥哲

現場代理人 鈴木 祥哲（執筆者）

技術者番号 207838



写真　超軟弱土の状況 図　超軟弱土堆積状況

２．課題

工事着手後に、当初の工事内容には無い次の課題が発生しました。

①超軟弱土の処理

・施工箇所は、既設水路が１ｍ程度沈下埋没し、機能していない。

・既設水路の上に超軟弱土が、V≒100m3程度堆積している。

↓

既設水路を撤去するため、超軟弱土を処理する必要がある。

②地元要望による農地の盛土

・排水路に隣接する水田が低くなっており、水が溜まってしまう。

・排水路に隣接する畑が窪地のため、水害が多い。

↓

要望内容：工事の残土で農地を盛土してほしい。

写真 水田の状況

超軟弱土

●超軟弱土の処理方法

・処理方法は、公道を汚さない次の3方法から、経済性に優れる3)を採用した。

1)バキューム車で処分場へ運搬

2)超軟弱土を天日干しして処分場へ運搬

3)超軟弱土を盛土したい農地へ運搬し改良・・・採用



３．問題点

「①超軟弱土の処理」、「②地元要望による農地の盛土」を行うにあたり、次の点が

問題となりました。

①超軟弱土の処理時間

超軟弱土は、盛土したい農地へ運搬し、改良する。

↓

●問題点

超軟弱土を次々と盛土したい農地へ搬入する必要があるため、改良土の養生に

時間をかけられない。

②農作物への影響

・田や畑で直接改良するため、改良後の土壌の変質や

改良材の飛散・付着により、農作物への悪影響が懸念された。

４．解決策の提案

「①超軟弱土の処理時間」、「②農作物への影響」の解決を図るため、

『瞬間吸水材GPP』を提案した。



写真　施工状況（全景）

①超軟弱土の処理時間について

・超軟弱土は公道を運搬する必要が無くなったため、掘削後すぐに

場内の盛土箇所へ運搬することができるようになった。

・瞬間吸水材「GPP」は、搬入土を養生期間無しで改良できるため、

次々に軟弱土を搬入することができるようになった。

②農作物への影響について

・固化材は、次の2点から「GPP」を採用した。「GPP」の原材料は古紙（セルロース）の

ため、施工中に農作物に付着しても悪影響が発生しないことが採用のポイントであっ

た。

・施工中の農作物への付着

材料が飛散し、農作物に付着しても、悪影響が発生しない。

・改良後の土壌

改良後に土壌の変質による農作物への悪影響が発生しない。



土壌汚染対策法

GPPは、26項目の基準値をクリア

６．終わりに

今回は農業用排水路の整備工事であり、また工事用道路のため農地をお借りすることか

ら、「排水路工事の経済施工と、地権者の要望を両立させたい」という思いを強く持った。

NETIS登録前の新材料「GPP」を調達できる環境にあったことは幸運だったが、あまり前例

の無い工法のため発注者・地権者との協議や施工方法の決定に苦心した。

多くの方の御協力を頂き、困難な課題を『新材料GPP』を採用することで解決でき、地元自

治会から「感謝状」を頂いた時には、苦労が報われる思いがした。

最後に、工事に携わった全ての方に改めて御礼を申し上げます。今後も土木技術者として

社会の要望に応えられるよう、技術の研鑽に努めたい。

以上


